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 本論文では、ネットワーク上での国際対話能力について考察した後、世界的な教育の NPO である International 
Education and Resource Network（以下 iEARN）がネットワーク上での国際対話能力の育成を目的として行ってい






































10 月から 2001 年９月までの話し合いの中から、いくつかの特徴あるケースを抽出して行なった。以下に個々のケー
スについて簡単な説明を行う。 
 ケース１は、インド・パキスタン国境問題をテーマに、2000 年 10 月 19 日～12 月 21 日の間に行われた。このケ
ースでは、互いの意見が衝突し、話し合いは決裂して終わった。その後、教師からどのような態度で話し合うべきか
のアドバイスがなされた。 
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について、2001 年４月８日から 2001 年４月 10 日の３日間、話し合いが行われた。ここでは、自分の意見を個人的
な経験にもとづき説明している。ケース５は、2001 年４月 23 日～４月 24 日の２日間、主に二人の生徒による話し
合いを取り上げた。ここでは、意見のぶりかり合いを通して、話し合いのルールそのものが提案され、生徒間での同
意を形成することに成功している。ケース６の平和宣言文を扱った話し合いは、2001 年８月 22 日～８月 28 日の７
日間行われたものであるが、ここでは教師が生徒に対して反対意見を述べることにより話し合いの内容が深まってい
る。最後のケース７は、2001 年９月のニューヨークのテロ後の話し合いであり、若者としてテロに対して何ができ



























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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